
幌延地圏環境研究所の先行研究で明らかにした部分 先行研究

幌延地圏環境研究所（H-RISE：ライズ）

　“ライズ（地圏さん）”の愛称で親しまれている「幌延地圏環境研究所」。
　毎年恒例のおもしろ科学館で、科学の不思議・面白さをわかりやすく解説してくださ
る研究所の皆さまは、日頃、どんな研究をしているのでしょうか？

　今回、研究成果の一つが国際科学誌（サイエンティフィックリポーツ）に掲載されまし
たので、ご報告します。
　地下の酸素がない状態（嫌気的環境）には、大量の有機物（炭素を主な成分とする物質）
が未利用の状態で残って（未利用有機物質：腐植物質）おり、これらは微生物による分
解が非常に困難であると考えられてきましたが、今回の研究で、嫌気的環境で腐植物質
を分解できる微生物の捕獲に世界で初めて成功しました！！ 

　まだ、このHSAI-1株が腐植物質を分解した結果、どのような物質を生成しているのかまでは突き止めることができて
いませんが、今回の発表により、これまで活用法がなかった地下に眠る腐植物質を微生物分解させ、天然ガス成分のメ
タンなどの有用物質に変換することができる可能性があります。
　研究所では、幌延町の平坦地の約44%を占める泥炭でも同じような効果が得られる可能性を調査研究しており、まさに、
幌延の地下資源が「宝の山」になる！かも…。そんな凄い研究をライズではしているんです！
　今後は、今回捕獲したHSAI-1株が腐植物質を分解した結果できるであろう① ホロノベンシスたちの②餌を探しつつ、
HSAI-1株よりもっと強力に腐植物質を嫌気的環境で分解できる微生物を探す根気のいる研
究を続けるそうです。

　私たちは、経験上「イースト菌でパンがふっくら膨らむ」、「野菜を漬けると漬物になる」な
どと知っています。しかし、なぜ小麦が膨らむのでしょうか？漬物は野菜がどう変化したので
しょうか？詳しく説明できる人は少ないのではないでしょうか…。
　そうした「なぜ」を解明し、応用することが、私たちのより豊かな生活に結びつくことだと
信じ、ライズを含め、多くの科学者が、日々実践しておられる研究なのです。
　今回、新しい特性を持った微生物を世界で初めて捕獲した上野博士は、研究所の先行研究
があったからこその成果であると語られました。研究所は一人ひとりが専門家で、それぞれに
専門的な研究を進めていますが、大きな一つの目標に向かって協力し合うチームプレーの優
れた研究チームだと感じました。ライズの今後の研究に期待しましょう！

世界初！新たな特性を持つ微生物の捕獲に成功！幌延の地下が宝の山に！？

世界で初めて捕獲された微生物 
HSAI-1 株

微生物の入った容器を手に
説明する上野晃生博士

先行研究では、地下環境に生息する
①メタン生成古細菌（アーキア）と
いう微生物が、②餌を食べて天然ガ
スの一成分である③メタンを作りだ
していることがわかりましたが、そ
の②餌がどこからくるものなのかわ
かりませんでした。

本発表で明らかになった部分と今後の期待 今回の研究 今回の研究では、この②餌は、地下
の嫌気的環境に存在する腐植物質を
微生物が分解してできたものではな
いかと考え研究を進め、世界で初め
て腐植物質を嫌気的環境で分解でき
る④微生物（HSAI-1株）の捕獲に
成功しました！
これが今回の貴重な発見です。

先行研究で、地圏の研究者が発見した①メタン生成古細菌の３種類は、新種の微生物として登録され、
世界中の研究者が使えるようになっています。幌延で発見されたので「メタノサルシナ・ホロノベンシス」・

「メタノクレウス・ホロノベンシス」などと名付けられました。新種の微生物に「ホロノベ」と名付けら
れるのは、マチの誇りですね！

幌延町税条例の一部改正のお知らせ幌延町税条例の一部改正のお知らせ幌延町税条例の一部改正のお知らせ
　平成27年度地方税法の一部改正に伴い、12月町議会（定例会）において幌延町税条例の一部を改正しましたので主な
内容をお知らせします。
１．徴収猶予制度について
　地方税法には、納税者の個別的・具体的な事情に即応して地方税の徴収を緩和することを目的とする“納税の猶予”が規
定されており、その内容は「徴収の猶予」、「換価の猶予」ですが、さらに今年度の税制改正によって「申請による換価の猶予」
が創設されました。
　このことから、町税条例に納税の猶予制度である「徴収の猶予」、「換価の猶予」及び「申請による換価の猶予」を定め
るもので、徴収猶予に係る徴収金の分割納入・納付の方法、徴収猶予の申請手続及び換価の猶予の手続等を規定し、平成
28年4月1日から施行されます。
２．マイナンバーの利用について
　マイナンバー法の施行に伴い、個人に対しては個人番号が、法人に対しては法人番号が付番され、町税に関する減免申
請書等に個人または法人の番号を記入する改正を行い、平成28年1月1日から施行しています。

※詳細については、会計課財政グループ税務担当にお問い合わせください(電話 5-1113・告知端末 5-8813)

軽自動車税の申告について軽自動車税の申告について軽自動車税の申告について
　軽自動車税は、毎年4月1日に登録されている車両の所有者（または使用者）に課税されます｡対象車両を新たに購入、
譲渡または廃車にした場合には、下記の場所において軽自動車税の申告を行う必要があります。
　現在、使用または所有をしていない車両なども、名義変更及び廃車の手続をしないまま4月1日を過ぎてしまうと翌年
度以降も税金がかかりますので、忘れずに申告をしてください。
軽自動車税の申告窓口

車　　　　種 申　告　場　所
原動機付自転車（125cc以下のバイクなど）
小型特殊自動車
　　農耕作業用トラクター　　一定規格以下のタイヤショベルなど
軽自動車
　　660cc以下（3輪・4輪のものなど）　125ccを超え250cc以下のバイク
2輪の小型自動車
　　250ccを超えるバイク

幌延町役場会計課財政グループ税務担当
電話：5-1113（会計課直通）
問寒別出張所　電話：6-5006
旭川地区軽自動車協会
旭川市春光6条5丁目1番24号　電話：0166-53-7300
旭川地方自家用自動車協会
旭川市春光町10番地　電話：0166-51-1221

問寒別地区「おひさま子育て会」
平成27年度 優れた「地域による学校支援活動」文部科学大臣表彰　受賞

　問寒別地区の「おひさま子育て会」放課後子ども教室が、平成27
年度優れた「地域による学校支援活動」の文部科学大臣表彰を受賞
し、宗谷教育局長より授与されました。

　この賞は、平成15年度に創設されたもので、「おひさま子育て会」
の週１回定期的に活動を継続していることが、「学校支援活動の活発
さ、継続性」の観点から優れており、活動面においても、小学生だ
けではなく、保育所と連携し乳幼児や保護者の交流の場となってい
るほか、中学校と連携し中学生がボランティアとして参加しているこ
とが、「組織・運営面」、「学校関係者との連携協力」の観点から優
れていると高く評価されました。
　また、地域に在住の少人数の子どもたちの居場所づくりを通じて、
地域の行事や青年団等と連携した取組は、「地域の独自性・創意工夫」
の観点から、他の地域の模範となる大変優れた活動として認められ、
その功績が表彰されました。

【伝達式】
日時：平成27年２月３日（水）　11：00
場所：宗谷教育局　局長室
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